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やさしさと活力
一体感ある地域づくり
総額736億2,921万円のあらまし

　市では、３月１日に開会する高山市議会定例会に一般会計465億円、特別
会計・企業会計271億円の平成22年度予算案を提案します。
　市町村合併から６年目を迎えた平成22年度は、第七次総合計画｢後期基本
計画｣がスタートする重要な年になります。特に人口減少・少子高齢社会を迎え、
子育て環境の充実などを重点に、一層の市民福祉の向上と一体感のある地域
づくりを進めます。
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３
つ
の
種
類
が
あ
る

市
の
予
算

　

市
の
会
計
に
は
、
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金
、
市
債

な
ど
を
財
源
と
し
て
、
全
般
的
な

行
政
の
経
費
を
扱
う「
一
般
会
計
」

と
、
特
定
の
事
業
を
進
め
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
特
定
の
収
入
を
充
て

て
独
立
し
た
経
理
を
行
う「
特
別
会

計
」｢

企
業
会
計｣

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
入
と
支
出
を
取
り

ま
と
め
た
冊
子
が
予
算
書
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
市
長
が
予
算
案
を

作
成
し
、市
議
会
が
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
・
審
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
に

　

平
成
22
年
度
は
、
26
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
高
山
市

第
七
次
総
合
計
画｢

後
期
基
本
計

画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま

す
。
今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
高
山
市
の
将
来
都
市

像
で
あ
る〝
や
さ
し
さ
と
活
力
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
「
飛
驒
高
山｣

〞の

形
成
を
目
指
し
、
誰
も
が
や
さ
し

さ
を
実
感
し
、
安
全
で
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
、
教
育
環
境
の
整
備
、
防

災
対
策
、
環
境
対
策
、
産
業
の
活

性
化
対
策
、
健
康
・
福
祉
対
策
、

地
域
の
振
興
対
策
な
ど
市
民
福
祉

平成22年度

予算

入湯税
2億1,114万円 1.6％
軽自動車税
2億1,570万円 1.6％
特別土地保有税
1万円 0％

市たばこ税
4億9,172万円 3.8％

都市計画税
10億5,531万円 8.0％

固定資産税
72億3,344万円
55.2％

市民税
39億249万円
29.8％

自
主

財

源

自
主

財

源
財

源

依
存

財
源

依
存

市税
131億980万円131億980万円
　　28.2％　　28.2％

市税
131億980万円
　　28.2％

諸収入
34億3,160万円
　　7.4％
繰入金
25億3,590万円 5.5％

使用料及び手数料
5億3,180万円 1.1％

分担金及び負担金
4億7,030万円 1.0％

財産収入3億3,123万円 0.7％
繰越金1億円 0.2％

寄附金601万円 0.0％

市債
30億1,620万円
6.5％

国庫支出金国庫支出金
43億5,807万円43億5,807万円
9.4％9.4％

国庫支出金
43億5,807万円
9.4％

地方交付税
143億円 143億円 
30.8％

地方交付税
143億円 
30.8％

県支出金
23億4,110万円 5.0％

その他
19億6,800万円 4.2％

合計
465億円

●一般会計当初予算の推移

歳 入


